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令
和
７
年
度

　
　

 
潮
来
市
の

予算

一般会計の歳入

一
般
会
計
に
つ
い
て

　
歳
入
に
つ
い
て
、
市
税
等
か
ら
な

る
自
主
財
源
は
総
額
49
億
４
６
２

５
万
６
千
円
で
、
歳
入
に
占
め
る
割

合
は
38・３
％
で
す
。
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
等
か
ら

な
る
依
存
財
源
は
総
額
79
億
７
１

７
４
万
４
千
円
で
、
歳
入
に
占
め

る
割
合
は
61
・
７
％
で
す
。
歳
入
の

中
で
、
１
番
大
き
い
も
の
が
地
方
交

付
税
で
、
37
億
７
９
９
８
万
円（
29・

３
％
）、
２
番
目
に
市
税
で
、
32
億

２
５
７
７
万
５
千
円（
25
・
０
％
）、

３
番
目
に
国
庫
支
出
金
で
、
19
億

１
２
５
４
万
７
千
円（
14
・
８
％
）と

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
中
で
は
、

１
番
大
き
い
も
の
が
民
生
費
で
、
50

億
２
７
３
万
６
千
円（
38
・
７
％
）、

２
番
目
に
総
務
費
で
、
18
億
９
９
４

５
万
１
千
円（
14
・
７
％
）、
３
番
目

に
衛
生
費
で
、
13
億
３
３
５
５
万
円

（
10・３
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

各
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
等

を
あ
わ
せ
た
令
和
７
年
度
当
初
予

算
の
規
模
は
、
対
前
年
度
比
４·

８

％
減
の
２
２
６
億
８
９
１
１
万
１

千
円
、
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前

年
度
比
７･

１
％
減
の
１
２
９
億
１

８
0
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、
本
市

の
財
政
状
況
は
今
後
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
早
急
に

進
め
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

本
市
の
令
和
６
年
度
の
財
政
力
指

数
は
０･

４
８
０
で
、
県
平
均
の

０
・
６
７
０
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
本
市
の
財
政
が
普
通
交
付

税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
６

年
度
の
普
通
交
付
税
は
36
億
６
５

３
６
万
２
千
円
で
し
た
。

　

令
和
７
年
第
１
回
潮
来
市
議
会
定
例
会
で
、
令
和
７
年
度

潮
来
市
予
算
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
、
令
和
７
年
度
予
算
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

（単位：千円）

市税
3,225,775

地方交付税
3,779,980

国庫支出金国庫支出金
1,912,5471,912,547

県支出金県支出金
1,039,5811,039,581

分担金及び負担金
42,467

市債
206,700

歳 入
129億
1,800万円

使用料及び手数料
180,767

財産収入 69,901

寄附金 361,664

繰入金 320,982

繰越金 200,000

諸収入 544,700

地方譲与税 142,517

地方消費税
交付金
691,422

交通安全対策
特別交付金
2,346

株式等譲渡所得割交付金	 34,220
法人事業税交付金	 61,801
利子割交付金	 3,046
配当割交付金	 21,247

地方特例交付金	 21,298
環境性能割交付金	 19,720
ゴルフ場利用税交付金	 35,319

市の借り入れ金で国や銀行
等から借り入れます。

市が行う事業に
県から交付され
るお金です。

市が行う事業に
国から交付され
るお金です。

市町村の財政力に
応じ国から交付さ
れるお金です。

自主財
源

　
38.3％

　　　　依
存

財
源

　
61

.7％
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令 和 7 年 度 潮 来 市 当 初 予 算

一般会計予算 市債残高の推移

一般会計の歳出
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【お問合せ】　財政課　財政グループ　☎ 63-1111　内線 222・224
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50億
Ｒ
６
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７
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５
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Ｒ
４
年
度

Ｒ
３
年
度

（単位：円）

97億
87億

99億
105億

112億

会　　計　　名 Ｒ ７ 当 初
予 算 額

Ｒ ６ 当 初
予 算 額

比　　　　較
増　減　額 増　減　率

一　般　会　計 12,918,000 13,906,000 △ 988,000 △7.1%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,122,800 3,053,100 69,700 2.3%
介 護 保 険 特 別 会 計 2,542,500 2,359,800 182,700 7.7%
後期高齢者医療特別会計 464,470 451,540 12,930 2.9%
　 小 　 　 計 　 6,129,770 5,864,440 265,330 4.5%

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 1,254,906 1,510,549 △ 255,643 △16.9％
工 業 用 水 道 事 業 会 計 17,558 17,553 5 0.0%
下 水 道 事 業 会 計 2,368,877 2,524,621 △ 155,744 △6.2％
　 小 　 　 計 　 3,641,341 4,052,723 △ 411,382 △10.2％

合　　　　　　　　　計 22,689,111 23,823,163 △1,134,052 △4.8％

※水道事業、工業用水道事業及び下水道事業予算額は、収益的支出及び資本的支出の合計額

（単位：千円）

（単位：千円）

総務費
1,899,451

民生費
5,002,736

衛生費
1,333,550

土木費
966,965

消防費消防費
641,265641,265

教育費
1,193,128

公債費
1,253,093

議会費 130,706
予備費 10,000

歳 出
129億
1,800万円商工費

187,270

農林水産業費
299,836

生活保護、高齢福祉、障害
福祉、児童福祉等の福祉
に関するお金のことです。

健康増進、疾病予防、
ゴミの収集処理等の
お金のことです。

全体的な事務や企画、
財政、選挙等に使われ
るお金のことです。

この予算の他、令和７年度へ繰越される主な予算
土木費　約３億５千万円	 前川運動公園整備事業
　　　　約１億円	 道路・橋梁関係事業　　
教育費　約２億円	 潮来小学校体育館改修事業




